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況
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わ　

り　

に

は
　
じ
　
め
　
に

一
二
代
将
軍
徳
川
家
慶
は
、
天
保
一
四
年（
一
八
四
三
）に
日
光
東
照
宮
へ
参
詣
し
た
。

こ
の
社
参
は
、
当
時
の
老
中
水
野
忠
邦
に
よ
り
、
将
軍
権
力
の
回
復
と
発
揚
誇
示
の
た

め
強
行
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
家
慶
は
、
四
月
一
三
日
に
江
戸
城
を
出
発
し
、
そ
の
行

列
の
総
人
数
は
、
約
一
四
、
五
万
に
も
及
ん
だ
と
い
う
。
日
光
御
成
道
を
通
っ
て
、
同

（
1
）

─
将
軍
家
慶
の
「
宿
城
」
に
見
る
江
戸
城
本
丸
御
殿

─

夜
は
岩
槻
城（
城
主
大
岡
忠
固
）、
一
四
日
は
古
河
城（
城
主
土
井
利
位
）、
一
五
日
は
宇
都

宮
城（
城
主
戸
田
忠
温
）に
泊
ま
り
、
一
六
日
に
日
光
へ
到
着
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

一
七
日
に
霊
廟
そ
の
他
の
参
拝
を
終
わ
り
、
一
八
日
に
日
光
を
出
発
、
同
夜
は
宇
都
宮

城
、
一
九
日
は
古
河
城
、
二
〇
日
は
岩
槻
城
に
宿
泊
し
、
二
一
日
に
江
戸
城
へ
帰
城
し

た
。
つ
ま
り
、
岩
槻
・
古
河
・
宇
都
宮
の
各
城
主
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
が
住
居
と
し
て

い
る
御
殿
を
将
軍
に
提
供
し
、そ
の
御
殿
は
、将
軍
の
「
宿
城
」
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
岩
槻
城
二
の
丸
御
殿
は
、
将
軍
の
日
光
社
参
の
と
き
の
宿
所
と
し
て
、
城
主

の
居
所
と
は
別
に
建
築
さ
れ
た（
こ
の
点
は
後
述
）。

本
稿
で
は
、
こ
の
「
宿
城
」
の
際
の
御
殿
の
構
造
と
、
そ
こ
で
行
わ
れ
た
将
軍
と
城

主
と
の
対
面
儀
礼
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
第
一
に
、「
宿
城
」
と

な
っ
た
三
つ
の
御
殿
は
、
そ
の
空
間
構
造
も
規
模
も
異
な
っ
て
お
り
、「
宿
城
」
の
際

の
部
屋
割
り
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
軍
の
江
戸
城
本
丸
御
殿
に
お
け
る

同
等
の
活
動
を
い
か
に
可
能
と
し
た
か
、
そ
れ
を
支
え
る
役
職
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
に
、
将
軍
と
大
名
と
の
対
面
儀
礼
を
究
明
す
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
儀
式
の
基
本
型
を
示
し
た
い
。
つ
ま
り
、
か
か
る
「
宿
城
」
の
考
察

（
2
）

（
3
）



日
光
社
参
時
「
宿
城
」
の
構
造
と
儀
礼

二

に
よ
り
、
日
光
社
参
と
い
う
大
規
模
な
「
将
軍
の
移
動
」
に
際
し
、「
宿
城
」
に
江
戸

城
本
丸
御
殿
の
空
間
構
造
が
い
か
に
縮
図
と
し
て
反
映
さ
れ
、
そ
こ
で
ど
の
よ
う
に
儀

礼
が
行
わ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一
　「
宿
城
」
の
構
造

将
軍
家
慶
は
、
岩
槻
・
古
河
・
宇
都
宮
各
城
の
二
の
丸
御
殿
に
宿
泊
し
た
。
そ
の
際

の
部
屋
割
り
図
は
、
古
河
歴
史
博
物
館
所
蔵
「
鷹
見
家
歴
史
資
料
」
の
中
に
現
存
し
て

い
る
。
古
河
城
に
つ
い
て
は
、「
古
河
城
二
之
丸
御
殿
間
取
図
」（
資
料
番
号
〔
以
下
同
〕

Ｍ
一
〇
三
）・「
総
州
古
河
城
二
丸
住
居
御
取
建
物
朱
引
并
御
間
札
絵
図
」（
Ｈ
五
三
五
）の

二
点
で
あ
り
、
ほ
ぼ
同
内
容
の
図
面
で
あ
る
。
共
に
、「
奥
」「
表
」
の
境
は
白
の
二
重

線
で
区
切
ら
れ
て
お
り
、
部
屋
名
は
小
さ
な
「
札
」
で
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
全
体
の

構
造
が
わ
か
り
に
く
い
。

一
方
、
宇
都
宮
城
と
岩
槻
城
に
つ
い
て
は
、「
宇
都
宮
城
岩
槻
城
御
泊
御
取
建
并
部

屋
割
図
」（
Ｈ
一
六
一
）が
あ
り
、「
奥
」「
表
」
は
点
線
で
区
別
さ
れ
、
部
屋
名
は
比
較
的

大
き
く
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
構
造
が
わ
か
り
や
す
い
。
た
だ
し
、
宇
都
宮
城
の
御
殿

で
は
、「
表
」
空
間
に
「
御
表
出
御

4

4

4

4

之
節
御
上
段
」
が
見
え
る
の
に
対
し
、
岩
槻
城
の

御
殿
で
は
、「
奥
」
空
間
の
中
に
同
じ
「
御
上
段
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

岩
槻
城
主
大
岡
家
が
二
万
三
〇
〇
〇
石
の
小
大
名
で
あ
り
、
御
殿
の
規
模
が
小
さ
い
た

め
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
宇
都
宮
城
主
戸
田
家
は
、
七
万
七
八
〇
〇
石
の
中
大
名
で
あ

る
。し

た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、
い
ず
れ
の
御
殿
も
「
奥
」
と
「
表
」
に
分
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
敢
え
て
、
岩
槻
城
の
御
殿
を
「「
奥
」「
表
」
混
合
型
」、

宇
都
宮
城
の
御
殿
を
「「
奥
」「
表
」
分
離
型
」
と
仮
称
し
、
そ
れ
ぞ
れ
項
を
分
け
て
、

御
殿
の
空
間
構
造
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

（
一
）　

岩
槻
城
二
の
丸
御
殿
の
構
造
─
「
奥
」「
表
」
混
合
型

将
軍
の
宿
泊
場
所
と
し
て
は
、
初
期
は
岩
槻
城
の
本
丸
御
殿
が
使
用
さ
れ
た
が
、
享

保
の
社
参
に
際
し
、
二
の
丸
御
殿
が
新
規
に
作
ら
れ
、
そ
の
後
増
築
さ
れ
、
天
保
の
社

参
に
も
使
用
さ
れ
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
城
主
の
住
居
は
三
の
丸
に
あ
っ
た
。

『
岩
槻
市
史
』
通
史
編
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
二
の
丸
御
殿
屋
形
絵
図
」（
第
一
六
図
）は
、

古
河
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
「
岩
槻
城
御
泊
御
取
建
并
部
屋
割
図
」（
以
下
、「
部
屋
割
図
」

と
略
す
）に
そ
の
形
状
が
そ
っ
く
り
で
あ
る
。
口
絵
1
は
、
そ
の「
部
屋
割
図
」で
あ
る
。

桃
色
と
青
色
が
増
築
部
分
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
「
部
屋
割
図
」
に
よ
り
、
岩
槻
城
に
お
け
る
、
将
軍
の
「
宿
城
」
の
構

造
に
つ
い
て
み
よ
う
。
図
1
は
、「
部
屋
割
図
」
の
中
心
部
分
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
①
が
、
将
軍
の
居
間
兼
寝
室
で
あ
る
。
こ
こ
は
新
築
さ
れ
て
い
る
。「
上
之
御
間
」

と
「
御
次
」
の
二
部
屋
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
に
湯
殿
と
便
所
が
付
い
た
簡
素
な
作
り
で

あ
る
。
そ
の
右
側（
西
側
）に
、
将
軍
の
衣
類
な
ど
を
保
管
す
る
「
上
御
小
納
戸
」（
②
）

と
、「
御
手
水
部
屋
」（
③
）・「
御
薬
部
屋
」（
④
）、
さ
ら
に
、
将
軍
の
身
の
回
り
の
世
話

を
す
る
小
性（
⑤
）・
小
納
戸（
⑥
）の
部
屋
、
そ
し
て
彼
ら
が
交
代
で
将
軍
の
御
座
所（
①
）

に
詰
め
る
と
き
の
控
え
室
で
あ
る
「
奥
向
詰
所
」（
⑦
）と
「
奥
向
下
部
屋
」（
⑧
）が
設
け

ら
れ
て
い
る
。

御
座
所
の
下
側（
北
側
）に
は
、
将
軍
の
食
事
の
毒
味
が
行
わ
れ
る
「
御
膳
建
」（
⑨
）、

「
表
出
御
之
節
御
上
段
」（
⑩
）、
御
側
御
用
取
次
の
詰
所
で
あ
る
「
御
談
部
屋
」（
⑪
）、
新

番
頭
格
小
性
頭
取
・
小
納
戸
頭
取
の
詰
所
と
思
わ
れ
る
「
格
式
衆
」
部
屋（
⑫
）、
平
御

側
の
詰
所
で
あ
る
「
御
側
衆
」
部
屋（
⑬
）、「
御
老
中
方
御
用
部
屋
」（
⑭
）、「
若
年
寄

（
4
）

（
5
）



日
光
社
参
時
「
宿
城
」
の
構
造
と
儀
礼

三

衆
御
用
部
屋
」（
⑮
）が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
部
屋
に
、「
奥
御
祐
筆
部
屋
」（
⑯
）

と
「
御
用
部
屋
坊
主
・
時
斗
之
間
」（
⑰
）を
含
め
た
部
分
が
「
奥
」
で
あ
る
。「
奥
」
と

「
表
」
の
境
は
、
点
線
で
示
さ
れ
わ
か
り
に
く
い
た
め
、
本
図
で
は
太
線
で
そ
の
区
別

を
示
し
た
。
な
お
、
江
戸
城
で
は
、
奥
右
筆
と
御
用
部
屋
坊
主
の
詰
所
は
「
奥
」
の
外

に
置
か
れ
て
い
る
。

と
く
に
注
目
す
べ
き
は
、
既
述
し
た
ご
と
く
、「
奥
」
の
中
に
、「
表
出
御

4

4

4

之
節
御
上

段
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
岩
槻
城
主
と
の
対
面
儀
礼
が
行
わ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
右
側
に
「
御
膳
建
」
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
城
本
丸
御

殿
の
御
座
之
間
に
見
立
て
た
の
で
あ
ろ
う
。
通
常
、
城
主
と
の
対
面
儀
礼
は
「
表
」
の

書
院
で
行
わ
れ
て
お
り
、
実
際
、『
岩
槻
市
史
』
所
収
の
「
二
の
丸
御
殿
屋
形
絵
図
」

で
は
、「
表
出
御
之
節
御
上
段
」
は
「
書
院
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
奥
」

に
含
め
、
江
戸
城
の
御
座
之
間
に
見
立
て
た
の
は
、
岩
槻
城
二
の
丸
御
殿
が
三
つ
の

「
宿
城
」
の
な
か
で
最
も
狭
い
空
間
で
あ
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

つ
ぎ
に
、「
表
」
の
構
造
を
み
よ
う
。「
奥
」
と
の
境
に
は
、「
新
番
所
」（
⑱
）と
「
中

之
間
」（
⑲
）が
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
部
屋
の
位
置
関
係
は
江
戸
城
と
同
じ
で
あ
る
。
新

番
所
は
「
奥
」
へ
の
入
口
を
警
護
す
る
役
目
の
番
士
の
詰
所
で
あ
り
、
中
之
間
は
老

中
・
若
年
寄
と
諸
役
人
と
の
対
面
所
と
思
わ
れ
る
。
他
に
は
、
小
性
組
番
所（
⑳
）・
書

院
番
所（
㉑
）・
徒
番
所（
㉒
）な
ど
の
番
方
の
部
屋
、
奏
者
番（
㉓
）・「
布
衣
以
上
詰
所
」

（
㉔
）・
大
目
付
と
目
付（
㉕
）・
表
右
筆（
㉖
）な
ど
の
役
方
の
部
屋
、
数
寄
屋（
㉗
）・
同

朋
頭（
㉘
）な
ど
の
坊
主
衆
の
部
屋
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
な
か
で
も
、「
布
衣
以
上
詰

所
」
と
い
う
部
屋
は
江
戸
城
に
は
み
ら
れ
ず
、
諸
大
夫
役
・
布
衣
役
の
詰
所
と
し
て
特

別
に
置
か
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

「
表
出
御
之
節
御
上
段
」
の
近
く
に
見
え
る
「
御
納
戸
」（
㉙
）・「
御
腰
物
方
」（
㉚
）部

屋
は
、
将
軍
と
城
主
と
の
対
面
儀
礼
の
際
の
刀
剣
・
時
服
な
ど
の
贈
答
品
を
扱
う
部
署

で
あ
る
。
ま
た
、「
御
膳
所
」（
㉛
）は
将
軍
の
食
事
を
作
る
場
所
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
老

中
・
若
年
寄
・
側
衆
な
ど
の
下
部
屋（
㉜
）も
設
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
控
え
室
は
、

江
戸
城
で
は
納
戸
口
・
中
之
口
に
設
置
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
将
軍
の
「
宿
城
」
で
あ
る
岩
槻
城
二
の
丸
御
殿
で
は
、
将
軍
が
行
う

政
務
や
、
生
活
に
必
要
な
施
設
と
、
そ
れ
を
支
え
る
幕
閣
や
幕
臣
た
ち
が
使
用
す
る
部

屋
が
整
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
二
）　

宇
都
宮
城
二
の
丸
御
殿
の
構
造
─
「
奥
」「
表
」
分
離
型

宇
都
宮
城
の
場
合
は
、
岩
槻
城
と
異
な
り
、
城
主
戸
田
忠
温
の
住
居
で
あ
る
二
の
丸

御
殿
が
将
軍
の
「
宿
城
」
と
な
っ
た
。
口
絵
2
は
、
古
河
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
「
宇
都

宮
城
御
泊
御
取
建
并
部
屋
割
図
」（
Ｈ
一
六
一
、
以
下
「
部
屋
割
図
」
と
略
す
）で
あ
る
。
桃

色
と
青
色
が
増
築
部
分
で
あ
る
。
口
絵
1
の
岩
槻
城
と
比
べ
る
と
、
青
色
の
部
分
が
少

な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
新
築
し
た
桃
色
部
分
の
将
軍
の
住
ま
い
を
除
き
、
戸
田
氏
の
住

居
を
粗
そ
の
ま
ま
「
宿
城
」
と
し
て
利
用
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
建
坪
は
、

五
三
一
坪
で
あ
っ
た
と
い
う
。
弘
化
二
年（
一
八
四
五
）造
営
の
江
戸
城
本
丸
御
殿
は
、

「
表
」「
奥
」
合
わ
せ
て
四
六
八
八
坪
余
で
あ
っ
た
の
で
、
宇
都
宮
城
二
の
丸
御
殿
は
そ

の
一
〇
分
の
一
強
の
規
模
と
な
る
。
そ
こ
に
江
戸
城
本
丸
御
殿
の
機
能
を
詰
め
込
む
と

す
る
と
、
か
な
り
厳
選
し
た
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
状
況
を
み
て
み
よ
う
。

図
2
は
、「
部
屋
割
図
」
の
中
心
部
分
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
①
は
、
将
軍
の
居

間
兼
寝
室
で
あ
る
。
こ
こ
は
新
築
さ
れ
、「
御
上
段
」
と
「
御
次
」
の
二
部
屋
に
湯
殿

と
便
所
が
付
い
て
お
り
、
岩
槻
城
二
の
丸
御
殿
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。
そ
の
右
側

（
北
側
）に
、「
奥
向
詰
所
」（
②
）・「
上
御
小
納
戸
」（
③
）・「
御
膳
建
」（
④
）・「
御
手
水
部

屋
」（
⑤
）・「
御
薬
部
屋
」（
⑥
）が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
部
屋
は
、
さ
ら
に
狭

（
6
）

（
7
）
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い
空
間
で
あ
る
岩
槻
城
の
御
殿
に
も
設
置
さ
れ
て
お
り
、
将
軍
の
生
活
に
必
要
不
可
欠

な
施
設
と
い
え
よ
う
。

上
御
小
納
戸
の
右
側（
北
側
）に
は
、「
御
談
部
屋
」（
⑦
、
御
側
御
用
取
次
詰
所
）・「
御
小

性
」
部
屋（
⑧
）・「
御
小
納
戸
頭
取
」
部
屋（
⑨
）・「
御
小
納
戸
」
部
屋（
⑩
）・「
奥
医
師
」

部
屋（
⑪
）・「
奥
坊
主
部
屋
」（
⑫
）な
ど
側
近
の
詰
所
が
置
か
れ
て
い
た
。
ま
た
、
奥
坊

主
の
下
で
雑
務
に
従
う
「
奥
陸
尺（
六
尺
）部
屋
」（
⑫
│
2
）も
設
置
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

そ
の
下
側（
東
側
）に
は
、「
御
側
衆（
平
御
側
）」
部
屋（
⑬
）・「
御
側
御
用
人
衆
」
部
屋

（
⑭
）・「
若
年
寄
衆
御
用
部
屋
」（
⑮
）・「
御
老
中
方
御
用
部
屋
」（
⑯
）・「
奥
御
右
筆
」
部

屋（
⑰
）が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
部
屋
を
含
め
た
部
分
が
「
奥
」
と
な
る（
図
1
と
同

じ
く
、「
奥
」
と
「
表
」
の
境
は
太
線
で
示
し
た
）。

な
お
「
奥
」
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
示
す
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵

「
江
戸
城
御
殿
図
」（
図
3
、
宇
都
宮
城
二
の
丸
御
殿
将
軍
宿
泊
の
際
の
部
屋
割
図
）に
よ
れ
ば
、

平
御
側
の
部
屋
と
奥
右
筆
部
屋
の
側
に
二
箇
所
「
御
錠
口
」（
⑱
と
⑲
）が
設
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
城
本
丸
御
殿
で
は
、
奥
右
筆
部
屋
を
除
く
各
役
職
の
部
屋
は

「
奥
」
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、「
御
錠
口
」
は
「
表
」
と
「
奥
」
と
の
境
に
設
け

ら
れ
た
一
箇
所
の
み
で
あ
る
。
江
戸
城
よ
り
規
模
の
小
さ
い
宇
都
宮
城
二
の
丸
御
殿
で

は
、「
表
」
と
「
奥
」
を
分
け
る
第
一
の
「
御
錠
口
」（
図
の
⑲
）を
入
っ
た
と
こ
ろ
に
平

御
側
・
側
用
人
・
若
年
寄
・
老
中
の
執
務
室
が
置
か
れ
、
そ
こ
か
ら
将
軍
の
居
所
に
向

か
っ
て
廊
下
を
進
ん
だ
先
に
第
二
の
「
御
錠
口
」（
図
の
⑱
）が
設
け
ら
れ
て
、
御
側
御

用
取
次
・
小
性
・
小
納
戸
・
奥
医
師
な
ど
の
側
近
役
の
部
屋
が
置
か
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
さ
ら
に
規
模
の
小
さ
い
岩
槻
城
二
の
丸
御
殿
で
は
、
小
性
・
小
納

戸
・
奥
医
師
関
連
の
部
屋
が
将
軍
の
居
所
の
右
側
に
、
御
側
御
用
取
次
・
新
番
頭
格
・

平
御
側
・
老
中
・
若
年
寄
関
連
の
部
屋
が
下
側
に
ま
と
ま
っ
て
置
か
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
岩
槻
城
で
は
、
将
軍
の
身
の
回
り
の
世
話
を
す
る
役
職
と
、
政
務
を
扱
う
役
職
と
で

区
別
し
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
は
、
後
者
が
将
軍
の
「
表
出
御
之
節
御
上
段
」
の
す

ぐ
近
く
に
詰
所
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
岩
槻
城
二
の
丸
御
殿
は
将
軍
の
宿
泊
専
用
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
、
小
規
模
な
が
ら
も
江
戸
城
本
丸
御
殿
の
構
造
を
あ
る
程
度
反
映
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
他
方
の
宇
都
宮
城
二
の
丸
御
殿
は
、
普
段
は
城
主
戸
田

氏
の
居
所
で
あ
り
、
そ
の
御
殿
空
間
の
使
用
状
況
と
、
幕
府
側
が
実
現
し
た
い
江
戸
城

本
丸
御
殿
に
準
じ
た
空
間
利
用
と
の
整
合
性
を
取
る
た
め
に
、
錠
口
が
二
つ
設
け
ら
れ

た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

つ
ぎ
に
、
図
2
に
よ
り
「
表
」
の
空
間
構
造
を
み
よ
う
。
ま
ず
、「
奥
」
と
の
境
、

「
御
錠
口
」（
⑲
）の
外
に
は
、「
御
用
部
屋
・
時
斗
之
間
坊
主
部
屋
」（
⑳
）が
見
え
る
。
御

用
部
屋
坊
主
は
老
中
・
若
年
寄
の
御
用
部
屋
付
き
の
坊
主
で
あ
り
、
時
斗
之
間
坊
主

は
、
江
戸
城
の
「
奥
」
へ
の
入
口
に
あ
た
る
時
斗
之
間
に
詰
め
る
坊
主
の
こ
と
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
江
戸
城
本
丸
御
殿
で
は
、
時
斗
之
間
坊
主
の
詰
所
は
「
奥
」
の

内
、
御
用
部
屋
坊
主
の
そ
れ
は
「
奥
」
の
外
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。
両
者
一
所
に
詰
所

を
設
け
た
の
は
、
共
に
「
奥
」
の
境
に
詰
所
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
岩
槻

城
二
の
丸
御
殿
で
は
、
両
者
の
詰
所
は
「
奥
」
の
内
に
置
か
れ
て
い
た
。

御
用
部
屋
・
時
斗
之
間
坊
主
部
屋
の
上（
西
側
）、「
奥
」
と
の
境
に
は
、「
奥
」
へ
の

入
口
を
固
め
る
「
新
番
所
」
部
屋（
㉑
）、
書
記
官
で
あ
る
「
表
御
祐
筆
」
部
屋（
㉒
）、

城
主
と
の
対
面
儀
礼
の
贈
答
品
を
扱
う
「
御
納
戸
」（
㉓
）・「
御
腰
物
方
」
部
屋（
㉔
）、

「
奥
」
の
「
御
膳
建
」
の
外（
北
側
）に
は
、
将
軍
の
食
事
を
作
る
「
御
膳
所
」（
㉕
）、
毒

味
を
行
う
「
御
膳
奉
行
」
部
屋（
㉖
）が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
表
右
筆
部
屋
の

右（
北
側
）に
は
、
老
中
・
側
用
人
・
若
年
寄
の
下
部
屋（
㉗
）が
置
か
れ
た
。
側
衆
下
部

屋
が
二
つ（
㉘
と
㉙
）設
置
さ
れ
た
の
は
、
側
衆
が
平
御
側
と
御
側
御
用
取
次
に
分
か
れ

て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
既
述
し
た
ご
と
く
、
こ
れ
ら
の
部
屋
は
江
戸
城
で
は
納
戸
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口
に
設
け
ら
れ
た
。

御
用
部
屋
・
時
斗
之
間
坊
主
部
屋
の
下（
東
側
）、
も
し
く
は
右（
北
側
）に
は
、「
御
勘

定
奉
行
・
御
作
事
奉
行
・（
勘
定
）吟
味
役
」
部
屋（
㉚
）、「
大
目
付
・
御
目
付
」（
㉛
）、

城
主
と
の
対
面
儀
礼
を
司
る
「
御
奏
者
番
」
部
屋（
㉜
）、「
布
衣
以
上
詰
所
」（
㉝
）な
ど

の
役
方
の
部
屋
が
設
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
そ
の
下（
東
側
）に
は
、
城
主
と
の
対
面
儀
礼

に
使
用
さ
れ
る
「
御
表
出
御
之
節
御
上
段
」（
㉞
）が
置
か
れ
た
。
そ
の
上
に
は
「
御
数

寄
屋
」（
㉟
）・「
表
坊
主
部
屋
」（
㊱
）・「
御
同
朋
」（
㊲
）な
ど
坊
主
の
部
屋
、
そ
の
右（
北

側
）に
は
、「
御
小
性
組
番
所
」（
㊳
）、「
御
書
院
番
所
」（
㊴
）、「
御
徒
番
所
」（
㊵
）な
ど
番

方
の
部
屋
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
配
置
か
ら
、「
御
表
出
御
之
節
御
上
段
」
は
、
江
戸

城
本
丸
御
殿
の
白
書
院
に
見
立
て
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
岩
槻
城
二
の
丸
御
殿
に
設
け
ら
れ
て
、
宇
都
宮
城
二
の
丸
御
殿
に
見
あ
た
ら

な
い
部
屋
が
「
中
之
間
」
で
あ
る
。
中
之
間
は
、
既
述
し
た
ご
と
く
老
中
・
若
年
寄
と

諸
役
人
と
の
対
面
所
と
思
わ
れ
る
が
、
宇
都
宮
城
で
は
、
老
中
御
用
部
屋（
⑯
）と
奥
右

筆
部
屋（
⑰
）と
の
間
に
屏
風
で
仕
切
ら
れ
た
部
屋
が
見
え
る
の
で
、
こ
こ
が
対
面
所
と

し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

す
で
に
指
摘
し
た
と
お
り
、
宇
都
宮
城
の
場
合
、
城
主
戸
田
忠
温
の
住
居
が
将
軍
の

「
宿
城
」
と
な
っ
た
。
で
は
、
幕
府
は
城
主
戸
田
氏
の
住
居
を
「
宿
城
」
と
し
て
ど
の

よ
う
に
利
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ぎ
に
、
そ
れ
を
み
て
み
よ
う
。

図
4
は
、
戸
田
氏
の
二
の
丸
御
殿
図
で
あ
る
。
右
上
の
点
線
の
部
分
に
、
将
軍
の
住

居
が
新
築
さ
れ
た
。
図
2
の
「
部
屋
割
図
」
と
比
較
し
て
み
る
と
、
城
主
の
「
御
休
息

上
ノ
間
」
一
二
畳
が
手
水
部
屋
、「
御
寝
間
」
一
五
畳
が
奥
向
詰
所
、「
御
居
間
」
一
八

畳
と
「
御
居
間
書
院
」
一
八
畳
が
上
御
小
納
戸
、「
御
休
息
次
ノ
間
」
一
八
畳
半
が
御

膳
建
、「
御
休
息
勝
手
」
七
畳
半
が
御
膳
所
、「
御
小
姓
室
」
六
畳
が
御
膳
奉
行
の
部
屋

に
充
て
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
城
主
の
居
住
空
間
が
、
将
軍
側
近
の
詰
所
や
、
将
軍
の
衣

類
・
道
具
の
保
管
場
所
、
食
事
の
関
連
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

つ
い
で
、
居
間
書
院
の
「
御
次
間
」
一
八
畳
・「
御
小
納
戸
」
一
八
畳
・「
御
小
納
戸

次
ノ
間
」
の
三
部
屋
が
、
屏
風
な
ど
で
仕
切
ら
れ
て
、
御
側
御
用
取
次
・
小
性
・
小
納

戸
頭
取
・
小
納
戸
・
奥
医
師
の
詰
所
と
な
っ
た
。
ま
た
、「
御
次
」
一
〇
畳
・「
御
用
人

雇
者
詰
所
」・「
御
用
人
部
屋
」
が
平
御
側
・
側
用
人
・
若
年
寄
御
用
部
屋
、「
御
用
部

屋
」
一
五
畳
が
老
中
方
御
用
部
屋
、
同
じ
く
「
御
用
部
屋
」
一
八
畳
が
諸
役
人
と
の
対

面
所
や
奥
右
筆
部
屋
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
と
く
に
、
戸
田
家
の
用
人
部
屋
が
側
用

人
・
若
年
寄
の
詰
所
に
、
家
老
の
御
用
部
屋
が
老
中
の
御
用
部
屋
に
充
て
ら
れ
た
の
は

注
目
さ
れ
る
。
戸
田
家
で
政
務
を
扱
う
場
所
が
、
将
軍
の
「
宿
城
」
に
際
し
て
幕
府
側

か
ら
も
同
じ
機
能
を
持
つ
部
屋
と
し
て
活
用
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
、「
御
小
書
院
上
ノ
間
」
が
布
衣
以
上
詰
所
、「
御
役
人
溜
」
一
一
畳
が
勘
定

奉
行
・
作
事
奉
行
・
勘
定
吟
味
役
の
詰
所
、
及
び
御
側
衆
の
下
部
屋
と
な
っ
た
。「
大

書
院
」
二
一
畳
は
将
軍
の
「
表
出
御
之
節
御
上
段
」、
つ
づ
く
「
大
書
院
」
四
二
畳
の

一
部
が
小
性
組
番
所
、「
御
使
番
上
ノ
間
」
一
八
畳
が
書
院
番
所
と
し
て
利
用
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
城
本
丸
御
殿
の
構
造
を
「
宿
城
」
に
当
て
嵌
め
よ
う
と
し
た
と

き
、
類
似
性
の
高
い
部
屋
に
移
動
さ
せ
た
こ
と
は
、
将
軍
家
と
大
名
家
で
規
模
は
異
な

る
も
の
の
、
御
殿
の
基
本
構
造
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

二
　
古
河
城
二
の
丸
御
殿
に
お
け
る
「
宿
城
」
儀
礼

（
一
）　
「
宿
城
」
儀
礼
の
全
体
の
流
れ

将
軍
が
「
宿
城
」
に
宿
泊
し
た
際
、
城
主
と
の
間
で
対
面
儀
礼
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ

（
8
）
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で
は
、
古
河
城
二
の
丸
御
殿
で
の
儀
礼
を
み
よ
う
。
城
主
は
、
土
井
大
炊
頭
利
位（
八

万
石
）で
あ
る
。
利
位
は
、
当
時
老
中
を
務
め
て
い
た
。
対
面
儀
礼
は
、
天
保
一
四
年

（
一
八
四
三
）四
月
一
五
日
に
行
わ
れ
た
。
ま
ず
、
儀
礼
の
全
体
の
流
れ
を
み
て
お
こ
う
。

「
鷹
見
家
歴
史
資
料
」
の
「〔
日
光
社
参
古
河
城
中
拝
謁
次
第
〕」（
Ｎ
六
）の
四
月
一
五
日

条
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

〔
史
料
一
〕

　
　

四
月
十
五
日

一
書
院　

出
御
、
上
段　
　

御
着
座
御
羽
織

御　

袴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
井
大
炊
頭
長
袴

　

右
被　

召
出
、
老
中
羽
織

袴

披
露
、　

拝
領
物
被　
　

仰
付
旨　
　

上
意
有
之
、

頂
戴
之
、
老
中
御
取
合
申
上
之
、
退
座
、
重
而
出
席

　
　

御
太
刀
・
金
馬
代

　
　

綿
百
把　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
井
大
炊
頭

　

右
差
上
之
、
御
礼
、
若
年
寄
長
袴
披
露
、
退
座

　
　

但
進
物
者
御
小
納
戸
持
出
之
長
袴

一
御
三
献
大
炊
頭
献
之

　
　

御
引
渡

　
　

御
雑
煮

　
　

御
吸
物

　
　

御
土
器

　
　

御
酌

　
　

御
加

　
　

右
何
茂
御
小
性
勤
之
長
袴

御
前
江
被　

召
上
、
御
盃
大
炊
頭
江
被
下
之
、
中
座
有
而
頂
戴
、
此
時
御
腰
物

被
下
之
、
御
側
衆
持
出
之
、
老
中
取
渡
、
大
炊
頭
頂
戴
、
御
次
江
持
退
、
刀
帯

之
、
出
座
、
御
礼
、
退
座
、
御
三
献
引
之
、
過
而

　
御
腰
物
、
代
金
十
五
枚�

土
井
大
炊
頭　
　
　

右
差
上
之
、
若
年
寄
持
出
、
大
炊
頭
出
座
、
御
礼
、
老
中
及
御
取
合
、
退
去
、

相
済
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
井
主
膳
正
長
袴

右
於
御
次
拝
領
物
被　
　

仰
付
段
老
中
申
渡
、
過
而
主
膳
正
出
座
、　　

御
目

見
、
拝
領
物
之
御
礼
老
中
及
御
取
合
、
退
座
、
重
而
出
席

　
御
太
刀
・
金
馬
代�

土
井
主
膳
正　　
　

右
差
上
之
、
御
礼
、
御
奏
者
番
長
袴
披
露
、
退
去
、
畢
而　
　

入
御

　

但
進
物
者
進
物
番
役
之
長
袴

　

一
右
之
御
規
式
等
昨
晩
可
有
之
処
、
御
精
進
日
ニ
付
及
今
朝

　

御
檜
重　
　
　

一
組

　

御
肴　
　
　
　

一
種

　

御
樽　
　
　
　

一
荷

右
大
炊
頭
よ
り
以
御
目
録
差
上
之
、
御
目
録
御
側
衆
請
取
之

一
主
膳
正
よ
り
御
肴
一
種
差
上
之
、
御
目
録
御
奏
者
番
請
取
之

一
主
膳
正
拝
領
物
・
大
炊
頭
家
老
三
人
被
下
物
有
之

一
古
河
城　

出
御
、
此
節
大
炊
頭
家
老
土
井
内
蔵
允
・
小
杉
長
兵
衛
・
鷹
見
十
郎

左
衛
門
於
玄
関
庭
上　
　

御
目
見
、
御
奏
者
番
披
露
、
大
炊
頭
・
主
膳
正
城
外

迄
奉
御
送
之

対
面
が
行
わ
れ
た
の
は
、「
書
院
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
総
州
古
河
城
二
丸
住
居
御

取
建
物
朱
引
并
御
間
札
絵
図
」
に
見
え
る
「
表
出
御
之
節
御
上
段
」（
図
5
の
①
）に
該
当

す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
下
に
、「
布
衣
以
上
詰
所
」（
②
）・「
御
小
性
組
番
所
」



日
光
社
参
時
「
宿
城
」
の
構
造
と
儀
礼

七

（
③
）・「
御
書
院
番
所
」（
④
）が
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
部
屋
は
、「
宇
都
宮
城
御
泊
御
取

建
并
部
屋
割
図
」
で
も
、「
表
出
御
之
節
御
上
段
」
の
近
く
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

将
軍
は
、「
書
院
」
に
出
御
し
た
の
ち
、
上
段
に
着
座
し
た
。
着
用
し
た
衣
服
は
、

羽
織
・
袴（
裃
の
こ
と
か
）で
あ
る
。
土
井
利
位
は
、
長
袴
を
着
用
し
て
召
し
出
さ
れ
、

羽
織
・
袴
を
着
た
老
中
が
披
露
し
た
。
拝
領
物（
時
服
一
〇
）を
仰
せ
付
け
る
旨
の
上
意

が
あ
り
、
利
位
が
こ
れ
を
頂
戴
し
た
。
老
中
が
と
り
な
し
を
行
い
、
利
位
は
一
旦
退
出

し
た
。
ふ
た
た
び
将
軍
の
御
前
へ
出
席
し
、
太
刀
・
金
馬
代
と
綿
一
〇
〇
把
を
献
上
し

て
御
礼
、
長
袴
を
穿
い
た
若
年
寄
が
こ
れ
を
披
露
、
利
位
は
退
出
し
た
。
た
だ
し
、
太

刀
・
金
馬
代
と
綿
一
〇
〇
把
は
、
小
納
戸
が
将
軍
の
御
前
へ
持
ち
出
し
た
。

つ
い
で
、
三
献
の
儀
が
行
わ
れ
、
利
位
が
献
じ
た
。
三
献
と
は
、
正
式
な
饗
応
の
膳

で
、
酒
肴
を
出
し
、
三
つ
の
杯
で
一
杯
ず
つ
飲
ま
せ
て
膳
を
下
げ
る
こ
と
を
三
回
く
り

か
え
す
こ
と
で
あ
る
。
引
渡（
本
膳
に
盃
を
三
つ
添
え
た
膳
部
）・
雑
煮
・
吸
物
・
土
器
・

酌
・
加
は
、
小
性
が
務
め
た
。
将
軍
は
こ
れ
を
食
し
、
利
位
は
盃
を
下
賜
さ
れ
、
中
座

し
て
頂
戴
し
た
。
こ
の
と
き
、
腰
物（
周
防
国
重
清
の
刀
）を
授
け
ら
れ
た
。
側
衆
が
こ

れ
を
持
ち
出
し
て
老
中
に
渡
し
、
老
中
が
利
位
に
授
与
し
た
。
利
位
は
、
こ
れ
を
持
っ

て
次
の
間
へ
退
き
、
拝
領
し
た
刀
を
帯
び
て
将
軍
の
御
前
へ
出
席
し
御
礼
、
退
去
し

た
。
終
っ
て
、
利
位
は
代
金
一
五
枚（
一
五
〇
両
）の
腰
物（
美
濃
国
寿
命
の
刀
）を
将
軍
へ

献
上
し
た
。
若
年
寄
が
こ
れ
を
持
ち
出
し
、
利
位
は
将
軍
の
御
前
へ
出
席
し
御
礼
、
老

中
が
と
り
な
し
を
行
い
、
利
位
は
退
去
し
た
。

つ
ぎ
に
、
土
井
利
位
の
世
子
土
井
主
膳
正
利
亨
の
目
見
え
を
み
よ
う
。
利
亨
の
場
合

は
、
老
中
が
次
の
間
に
お
い
て
、
拝
領
物（
時
服
五
）が
仰
せ
付
け
ら
れ
る
旨
の
申
渡
し

を
行
っ
た
う
え
で
、
将
軍
の
御
前
へ
出
て
、
目
見
え
が
行
わ
れ
た
。
老
中
が
拝
領
物
の

御
礼
の
と
り
な
し
を
行
っ
た
の
ち
、
利
亨
は
退
去
し
た
。
そ
し
て
、
利
亨
は
ふ
た
た
び

将
軍
の
御
前
へ
出
席
し
、
太
刀
・
金
馬
代
を
献
上
、
御
礼
を
行
っ
た
。
こ
こ
で
は
長
袴

を
穿
い
た
奏
者
番
が
披
露
し
、
利
亨
は
退
去
し
た
。
た
だ
し
、
進
物
の
出
納
は
、
書
院

番
士
・
小
性
組
番
士
か
ら
出
役
す
る
進
物
番
が
務
め
た
。

こ
れ
ら
の
儀
式
は
、
将
軍
が
古
河
城
に
到
着
し
た
五
月
一
四
日
の
晩
に
行
わ
れ
る
は

ず
で
あ
っ
た
が
、
当
日
は
将
軍
の
精
進
日
で
あ
っ
た
た
め
、
翌
一
五
日
の
朝
に
執
り
行

わ
れ
た
。
そ
し
て
、
将
軍
が
古
河
城
か
ら
出
御
す
る
際
、
玄
関
の
庭
上
に
お
い
て
、
土

井
家
家
老
の
土
井
内
蔵
允
・
小
杉
長
兵
衛
・
鷹
見
十
郎
左
衛
門
の
目
見
え
が
行
わ
れ
、

奏
者
番
が
披
露
し
た
。
な
お
、
家
老
た
ち
も
、
時
服
を
三
つ
ず
つ
下
賜
さ
れ
た
。

以
上
が
、
対
面
儀
礼
の
お
お
よ
そ
の
流
れ
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
儀
礼

に
携
わ
る
役
職
の
格
の
違
い
で
あ
る
。
申
渡
し
や
、
将
軍
と
の
と
り
な
し
が
で
き
る
の

は
、
老
中
の
み
で
あ
る
。
太
刀
・
金
馬
代
の
披
露
は
、
当
主
の
土
井
利
位
の
場
合
は
若

年
寄
が
務
め
て
い
る
が
、
世
子
の
土
井
利
亨
の
場
合
は
奏
者
番
で
あ
る
。
進
物
の
持
ち

出
し
に
つ
い
て
も
、
当
主
の
場
合
は
「
奥
」
役
人
の
小
納
戸
、
世
子
の
場
合
は
「
表
」

役
人
の
進
物
番
が
務
め
て
い
る
。
酌
や
加
は
将
軍
側
近
役
の
小
性
が
務
め
た
。
腰
物

（
刀
）の
持
ち
出
し
に
つ
い
て
も
、
下
賜
品
は
側
衆
、
献
上
品
は
若
年
寄
が
務
め
る
と
い

う
違
い
が
あ
る
。
進
物
の
目
録
も
、
当
主
の
献
上
品
は
側
衆
、
世
子
の
そ
れ
は
奏
者
番

が
請
取
っ
て
い
る
。
大
旨
、
当
主
の
場
合
は
「
奥
」
役
人
、
世
子
の
場
合
は
「
表
」
役

人
が
担
当
し
て
い
る
。
こ
の
相
違
が
、
当
主
・
世
子
と
い
う
違
い
に
よ
る
も
の
か
、
そ

れ
と
も
、
当
主
土
井
利
位
が
当
時
老
中
を
務
め
て
い
た
た
め
か
、
こ
の
点
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
い
え
よ
う
。

（
二
）　

儀
式
の
詳
し
い
状
況

対
面
儀
式
の
詳
し
い
状
況
に
つ
い
て
は
、「
鷹
見
家
歴
史
資
料
」
の
「
御
泊
城
ニ
付

御
次
第
」（
Ｎ
四
一
）の
四
月
一
五
日
条
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）

（
10
）

（
11
）



日
光
社
参
時
「
宿
城
」
の
構
造
と
儀
礼

八

〔
史
料
二
〕

一
御
錠
口
明
、
其
後　
　

出
御
之
旨
御
側
衆
申
聞
、
越
前
殿
一
同
書
院
江
相
廻
ル
、

御
側
衆
左
右
ニ
而
越
前
殿
ニ
ハ
月
番
江
着
座
、
自
分
ハ
出
掛
扣
居
、
越
前
殿
被

伺　
　

御
前
、
御
側
衆
江
会
釈
、
拝
領
物
御
小
納
戸
持
出
、
披
候
迄
（
与
ヵ
）、
直
ニ
自

分
三
之
間
一
畳
目
江
出
、
平
伏
、
越
前
殿
披
露
、
夫
江
与　

上
意
、
少
し
進
ミ
、

拝
領
物
被　

仰
付
旨　

上
意
有
之
、
直
ニ
立
、
敷
居
際
よ
り
摺
込
、
時
服
之
前

一
畳
目
ニ
而
頂
戴
、
右
廻
り
ニ
立
、
復
座
、　

御
宿
城
ニ
付
拝
領
物
仕
難
有
旨
越

前
殿
御
取
合
ニ
而
退
去
、
最
前
之
席
江
扣
罷
在（「
図
」
略
）

一
進
物
御
小
納
戸
持
出
、
二
之
間
江
置
、
若
年
寄
御
太
刀
持
参
、
二
之
間
下
ゟ
一

畳
目
の
下
江
置
、
三
之
間
江
披
キ
候
与
自
分
出
座
、
披
露
相
済
、
御
礼
申
上
旨

越
前
殿
御
取
合
有
之
、
退
去
、
最
前
之
席
へ
扣
罷
在（「
図
」
略
）

一
御
三
献
順
々
出
、
御
酌
・
御
加
迄
出
候
与
自
分
三
之
間
江
罷
出
、　
　

御
前
江

被　

召
上
、
其
御
盃
御
銚
子
之
口
ニ
載
、
二
之
間
閾
内
御
酌
扣
候
与
閾
際
迄
進

出
、
御
酌
自
分
之
方
ニ
進
候
間
、
御
銚
子
之
口
ニ
載
有
之
御
盃
を
取
戴
キ
、
一

献
請
、
頂
戴
、
此
時
道
具
を
と　
　

上
意
有
之
、
越
前
殿
御
刀
御
側
衆
ゟ
被
請

取
、
此
所
江
持
参
候
付
、
御
盃
を
下
ニ
置
、
御
道
具
を
請
取
、
御
柄
頭
を
左
之

方
江
振
替
被
渡
候
付
、
刃
方
を
手
前
江
向
ケ
頂
戴
、
御
刀
を
左
ニ
持
、
御
盃
を

右
ニ
持
、
右
江
廻
り
御
次
江
持
退
、
御
盃
御
小
納
戸
江
相
渡
、
脇
指
取
置
、
刀

帯
之
、
三
之
間
江
出
座
、
平
伏
之
時
、
御
盃
頂
戴
、
御
道
具
拝
領
仕
難
有
旨
越

前
殿
御
取
合
有
之
、
退
去
、
御
刀
御
側
衆
江
相
渡
、
脇
指
帯
之
、
最
前
之
席
江

扣
罷
在
、
済
而
引

す
な
わ
ち
、「
奥
」
と
の
境
で
あ
る
「
錠
口
」
が
開
き
、
そ
の
後
、
将
軍
が
「
表
」

へ
出
御
す
る
旨
の
案
内
が
側
衆
か
ら
あ
っ
た
。
そ
こ
で
土
井
利
位
は
、
老
中
の
水
野
越

前
守
忠
邦
と
一
緒
に
書
院
へ
廻
っ
た
。
側
衆
の
知
ら
せ
に
よ
り
、
忠
邦
は
月
番
の
席
に

着
座
し
、
利
位
は
出
掛
に
控
え
た
。
忠
邦
は
将
軍
の
御
前
を
伺
っ
て
、
側
衆
へ
会
釈
し

た
。
こ
れ
を
合
図
に
、
小
納
戸
が
拝
領
物
の
時
服
を
持
ち
出
し
た
。
す
ぐ
に
、
利
位
は

三
之
間
下
か
ら
一
畳
目
に
出
て
平
伏
し
、
忠
邦
が
利
位
を
将
軍
に
披
露
し
た
。「
そ
れ

へ
」
と
の
上
意
が
あ
り
、
利
位
は
少
し
進
み
、「
拝
領
物
仰
せ
付
け
ら
る
」
旨
の
上
意

を
受
け
た
。
利
位
は
す
ぐ
に
立
っ
て
、
敷
居
際
よ
り
摺
り
込
み
、
拝
領
の
時
服
の
前
一

畳
目
に
て
頂
戴
し
た
。
右
廻
り
に
立
ち
、
元
の
席
に
戻
っ
た
。
忠
邦
が
、
利
位
に
代

わ
っ
て
「
宿
城
ニ
付
拝
領
物
仕
り
あ
り
が
た
き
」
旨
の
と
り
な
し
を
行
い
、
利
位
は
退

去
し
た
。

つ
い
で
、
将
軍
へ
の
進
物（
綿
一
〇
〇
把
）を
小
納
戸
が
持
ち
出
し
、
二
之
間
に
置
い

た
。
ま
た
、
若
年
寄
は
、
利
位
が
献
上
す
る
飾
太
刀（
作
り
太
刀
）を
持
参
し
て
、
二
之

間
下
よ
り
一
畳
目
の
下
に
置
き
、
三
之
間
に
退
い
た
。
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
に
、
利
位
は

将
軍
の
御
前
に
出
座
し
、
披
露
が
済
ん
だ
の
ち
、
忠
邦
が
「
御
礼
を
申
し
上
げ
る
」
旨

の
と
り
な
し
を
行
い
、
利
位
は
退
去
し
た
。

つ
ぎ
に
、
三
献
の
品
（々
引
渡
・
雑
煮
・
吸
物
・
土
器
・
酌
・
加
）が
持
ち
出
さ
れ
、
利

位
は
三
之
間
へ
出
席
し
た
。
将
軍
は
盃
を
飲
み
、
酌
役（
小
性
）が
そ
の
盃
を
銚
子
の
口

に
載
せ
、
二
之
間
の
敷
居
内
に
控
え
た
。
利
位
が
敷
居
際
ま
で
進
ん
だ
と
こ
ろ
、
酌
役

が
利
位
の
い
る
所
に
来
た
の
で
、
銚
子
の
口
に
載
せ
て
あ
る
盃
を
取
り
、
一
献
請
け
て

頂
戴
し
た
。
こ
の
時
、「
道
具（
刀
）を
」
と
将
軍
の
上
意
が
あ
っ
た
。
忠
邦
は
、
刀
を

側
衆
よ
り
請
取
り
、
利
位
が
控
え
て
い
る
所
に
持
参
し
た
の
で
、
利
位
は
盃
を
下
に
置

き
、
刀
を
請
取
っ
た
。
刀
の
柄
頭
を
左
の
方
に
振
り
替
え
て
渡
さ
れ
た
の
で
、
刃
の
方

を
自
分
の
方
へ
向
け
て
頂
戴
し
た
。
利
位
は
、
刀
を
左
手
に
持
ち
、
盃
を
右
手
に
持

ち
、
右
へ
廻
っ
て
次
之
間
へ
退
い
た
。
盃
は
小
納
戸
へ
渡
し
、
差
し
て
い
る
脇
指
を

取
っ
て
、
拝
領
し
た
刀
を
帯
び
て
三
之
間
へ
出
座
し
た
。
利
位
が
平
伏
し
た
と
き
、
忠

邦
は
、「
盃
頂
戴
、
道
具（
刀
）拝
領
仕
り
あ
り
が
た
き
」
旨
の
と
り
な
し
を
行
っ
た
。

（
12
）
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九

利
位
は
退
去
し
た
の
ち
、
拝
領
し
た
刀
は
側
衆
へ
渡
し
て
脇
指
を
帯
び
、
最
前
の
席
へ

控
え
、
儀
式
が
終
っ
て
退
出
し
た
。

〔
史
料
二
〕
は
、〔
史
料
一
〕
に
比
べ
て
非
常
に
詳
し
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ

は
、〔
史
料
二
〕
が
土
井
利
位
本
人
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
利
位
の
こ
と
を
「
自
分
」
と
称
し
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

儀
式
に
お
け
る
、
将
軍
・
老
中
水
野
忠
邦
・
古
河
城
主
土
井
利
位
の
行
動
が
詳
し
く

記
さ
れ
て
い
る
が
、
と
く
に
、
将
軍
の
盃
と
刀
を
下
賜
さ
れ
る
と
き
の
状
況
が
注
目
さ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
将
軍
が
飲
ん
だ
盃
は
銚
子
の
口
に
載
せ
ら
れ
て
、
土
井
利
位
の
許

へ
運
ば
れ
、
利
位
は
そ
の
盃
を
取
っ
て
頂
戴
す
る
こ
と
、
刀
は
、
柄
頭
を
左
の
方
へ
振

り
替
え
て
渡
さ
れ
る
た
め
、
刃
は
利
位
の
方
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
拝

領
し
た
刀
を
帯
び
て
将
軍
の
御
前
へ
出
る
こ
と
、
な
ど
が
判
明
す
る
。

領
知
高
一
〇
万
石
以
下
の
一
般
的
な
大
名
は
、
将
軍
が
飲
ん
だ
盃
や
、
刀
剣
を
下
賜

さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
却
っ
て
将
軍
の
「
宿
城
」
を
務
め
る
任
務
の
重

大
さ
が
認
識
さ
れ
よ
う
。

お
　
わ
　
り
　
に

将
軍
の
日
光
社
参
に
お
け
る
「
宿
城
」
に
お
い
て
も
、
江
戸
城
本
丸
御
殿
と
同
じ

く
、
将
軍
の
執
務
・
生
活
空
間
の
「
奥
」
と
、
政
治
・
儀
礼
空
間
の
「
表
」
と
い
う
構

造
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、「
奥
」
で
は
、
将
軍
の
居
間
兼
寝
室
と
な
る
上
段
之
間
と
次
之
間
、
湯

殿
と
便
所
が
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
将
軍
の
衣
類
・
道
具
を
保
管
す
る
上
御
小
納
戸
、

将
軍
の
食
事
の
毒
味
が
行
わ
れ
る
御
膳
建
、
手
水
部
屋
・
薬
部
屋
、
そ
れ
に
、
将
軍
の

身
の
回
り
の
世
話
を
す
る
小
性
・
小
納
戸
の
控
え
室
で
あ
る
奥
向
詰
所
が
設
置
さ
れ

た
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
部
屋
は
、
将
軍
の
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
設
備
と
い
え
よ

う
。そ

し
て
、
将
軍
の
政
務
・
生
活
を
支
え
る
幕
閣
や
役
人
の
部
屋
も
置
か
れ
た
。
生
活

を
支
え
た
の
は
、
身
の
回
り
の
世
話
を
す
る
小
性
・
小
納
戸
、
侍
医
で
あ
る
奥
医
師
、

将
軍
が
使
用
す
る
衣
類
や
道
具
の
管
理
と
出
納
を
行
う
奥
坊
主
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、

政
務
を
支
え
た
の
は
、
将
軍
の
政
務
補
佐
役
の
御
側
御
用
取
次
・
側
用
人
、
老
中
と
の

取
り
次
ぎ
役
を
務
め
る
平
御
側
、
幕
府
の
政
治
を
司
る
老
中
・
若
年
寄
、
そ
の
政
務
補

佐
を
務
め
る
奥
右
筆
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詰
所
を
含
め
た
空
間
が
「
奥
」
と
な

る
。
と
く
に
、
宇
都
宮
の
「
宿
城
」
で
は
、「
奥
」
と
「
表
」
の
空
間
を
分
け
る
「
錠

口
」
に
加
え
て
、「
奥
」
空
間
の
中
に
も
、
も
う
一
つ
「
錠
口
」
が
設
け
ら
れ
て
い

た
。
こ
の
「
錠
口
」
に
よ
り
、
御
側
御
用
取
次
・
小
性
・
小
納
戸
・
奥
医
師
と
、
老

中
・
若
年
寄
・
側
用
人
・
平
御
側
と
が
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
前
者
が
よ
り
日
常

的
に
将
軍
の
身
近
に
仕
え
て
政
務
と
生
活
を
支
え
る
側
近
役
で
あ
り
、
後
者
は
将
軍
の

生
活
か
ら
一
段
離
れ
て
、
政
務
を
支
え
る
役
職
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

ま
た
「
表
」
で
は
、「
奥
」
と
の
境
に
、
御
用
部
屋
・
時
計
之
間
坊
主
、
新
番
所
の

部
屋
が
設
け
ら
れ
た
。
御
用
部
屋
坊
主
は
老
中
・
若
年
寄
付
き
の
坊
主
、
時
計
之
間
坊

主
は
「
奥
」
へ
の
入
口
に
詰
め
る
坊
主
、
新
番
は
「
奥
」
へ
の
入
口
を
固
め
る
役
職
で

あ
る
。
共
に
、
江
戸
城
本
丸
御
殿
で
も
、「
奥
」
へ
の
入
口
近
く
に
詰
所
が
置
か
れ
て

い
た
。

そ
れ
以
外
の
役
職
で
は
、
老
中
・
若
年
寄
の
書
記
官
で
、
発
令
す
る
法
令
を
清
書
す

る
職
務
の
表
右
筆
、
監
察
官
で
あ
り
な
が
ら
、
諸
役
人
へ
の
法
令
の
伝
達
に
従
事
す
る

大
目
付
・
目
付
、
勘
定
奉
行
・
作
事
奉
行
・
勘
定
吟
味
役
の
部
屋
が
設
置
さ
れ
た
。
江

戸
城
で
は
見
ら
れ
な
い
「
布
衣
以
上
詰
所
」
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
諸
役
人
が
詰
め
る
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光
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一
〇

殿
中
席
を
置
く
こ
と
が
で
き
な
い
「
宿
城
」
に
お
い
て
、
主
だ
っ
た
役
人
の
詰
所
を
設

け
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
幕
府
は
、
将
軍
の
「
宿
城
」
に
お
い
て

も
、
行
政
を
執
行
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

将
軍
へ
の
目
見
え
や
儀
式
が
行
わ
れ
る
部
屋
と
し
て
は
、「
表
出
御
之
節
御
上
段
」

が
置
か
れ
た
。
こ
の
部
屋
は
、
岩
槻
城
で
は
「
奥
」
の
内
、
宇
都
宮
城
で
は
「
表
」
に

設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
岩
槻
城
で
は
江
戸
城
の
御
座
之
間
、
宇
都
宮
城
で
は
江
戸
城

の
白
書
院
に
見
立
て
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
将
軍
と
城
主
と
の
対
面
儀
式

が
行
わ
れ
た
。
城
主
は
三
献
・
刀
・
飾
太
刀
・
綿
な
ど
を
献
上
し
、
将
軍
は
盃
・

刀
・
時
服
を
下
賜
し
た
。
こ
と
に
、
一
〇
万
石
以
下
の
一
般
的
な
大
名
で
あ
る
城
主

が
、
将
軍
が
飲
ん
だ
盃
や
、
真
の
刀
を
下
賜
さ
れ
る
と
い
う
栄
誉
を
受
け
た
の
は
、
将

軍
の
「
宿
城
」
を
務
め
た
こ
と
に
対
す
る
特
別
な
功
労
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
儀
式
に
携
わ
る
役
職
の
部
屋
も
設
置
さ
れ
た
。
献
上
の
飾
太
刀
な
ど
の
披

露
を
行
う
奏
者
番
、
刀
・
時
服
な
ど
の
下
賜
品
を
保
管
す
る
腰
物
方
・
納
戸
方
部
屋
で

あ
る
。
ま
た
、
御
殿
の
警
衛
を
担
う
小
性
組
番
所
・
書
院
番
所
も
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ

ら
両
番
士
は
進
物
番
に
出
役
し
、
奏
者
番
の
下
で
贈
答
品
の
出
し
入
れ
を
務
め
た
。
さ

ら
に
、
老
中
・
側
用
人
・
若
年
寄
・
側
衆
他
の
役
人
の
下
部
屋
も
置
か
れ
た
。

こ
の
下
部
屋
に
つ
い
て
は
、
古
河
城
主
で
老
中
の
土
井
利
位
本
人
が
記
し
た
「
御
泊

城
ニ
付
御
次
第
」（〔
史
料
二
〕）に
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

一
右
引
懸
、
自
分
ハ
下
部
屋
ニ
而
小
袴
ニ
着
替
、
御
用
部
屋
江
出

　
（
中
略
）

一
拝
領
之
御
刀
并
時
服
、
猶
又
御
用
部
屋
ニ
而
頂
戴
、
拝
見
い
た
し
、
下
部
屋
江

遣
候
事

す
な
わ
ち
利
位
は
、「
宿
城
」
の
老
中
下
部
屋
で
長
袴
か
ら
「
小
袴
」（
半
袴
）に
着
替

え
て
、
老
中
御
用
部
屋
に
出
仕
し
て
い
る
こ
と
、
一
旦
将
軍
の
御
前
か
ら
下
げ
ら
れ
た

拝
領
の
刀
・
時
服
は
、
御
用
部
屋
で
他
の
老
中
か
ら
頂
戴
し
、
自
分
の
老
中
下
部
屋
に

遣
わ
し
た
こ
と
、
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
下
部
屋
は
控
え
室
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
「
宿
城
」
で
は
、
江
戸
城
本
丸
御
殿
に
設
置
さ
れ
た
主
な
役
職
の
詰
所

は
大
旨
設
け
ら
れ
て
お
り
、
正
に
本
丸
御
殿
の
縮
図
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し

か
も
、
江
戸
城
よ
り
狭
い
空
間
で
あ
る
「
宿
城
」
で
は
、
屏
風
な
ど
を
使
っ
て
部
屋
の

区
分
け
が
な
さ
れ
て
お
り
、
将
軍
の
外
出
先
に
お
い
て
も
、
江
戸
城
の
空
間
構
造
を
維

持
し
よ
う
と
す
る
強
い
意
志
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
残
さ
れ
た
課
題
と
し
て
、「
宿
城
」
に
お
い
て
法
令
の
決
裁
・
発
令
な
ど
の

行
政
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
課
題
に
し
て
お
き
た
い
。

註（
1
）　

北
島
正
元
『
水
野
忠
邦
』（
人
物
叢
書
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
）、
日
光
市
史
編
さ

ん
委
員
会
編
『
日
光
市
史
』
中
巻（
日
光
市
、
一
九
七
九
年
）な
ど
。

（
2
）　
「
慎
徳
院
殿
御
実
紀
」
巻
七
、
天
保
一
四
年
四
月
一
三
日
～
二
一
日
条（『
続
徳
川
実
紀
』

第
二
篇
〔
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
〕
四
八
九
～
四
九
五
頁
）。

（
3
）　

古
河
歴
史
博
物
館
所
蔵
「
鷹
見
家
歴
史
資
料
」
の
「
御
泊
城
ニ
付
御
次
第
」（
資
料
番
号
Ｎ

四
一
）の
四
月
一
五
日
条
に
、「
御
宿
城

4

4

ニ
付
拝
領
物
仕
」
と
の
文
言
が
見
え
、
将
軍
が
宿
泊
す

る
城
を
「
宿
城
」
と
称
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
4
）　
『
岩
槻
市
史
』
通
史
編（
岩
槻
市
役
所
、
一
九
八
五
年
）五
一
三
～
五
一
八
頁
。

（
5
）　

天
保
一
三
年（
一
八
四
二
）の
「
日
光
御
宮
御
参
詣
供
奉
御
役
人
付
」（
渡
辺
一
郎
編
『
徳
川

幕
府
大
名
旗
本
役
職
武
鑑
』
三
〔
柏
書
房
、
一
九
六
七
年
〕）に
よ
れ
ば
、
新
番
頭
格
と
し
て
、

小
姓
頭
取
の
川
口
志
摩
守（
三
〇
〇
俵
）・
太
田
播
磨
守（
二
〇
〇
〇
石
）両
名
、
小
納
戸
頭
取
の

尾
島
主
殿
頭（
一
五
〇
俵
）一
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）　

徳
田
浩
淳
編
著
『
史
料　

宇
都
宮
藩
史
』（
柏
書
房
、
一
九
七
一
年
）四
七
七
頁
。

（
7
）　

東
京
市
役
所
編
纂
『
東
京
市
史
稿
』
皇
城
篇
第
三（
東
京
市
役
所
、
一
九
一
二
年
）六
六
一

頁
。
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一

（
8
）　

図
2
の
「
宇
都
宮
城
御
泊
御
取
建
并
部
屋
割
図
」
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
図
3

の
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
「（
宇
都
宮
城
二
の
丸
御
殿
将
軍
宿
泊
の
際
の
部
屋
割
図
）」
に
よ
る
と
、

㊱
に
は
「
表
坊
主
部
屋
」、
㊲
に
は
「
御
同
朋
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）　

贈
答
品
に
つ
い
て
は
、
註（
2
）の
「
慎
徳
院
殿
御
実
紀
」
巻
七
も
参
照
し
た
。
以
下
同

じ
。

（
10
）　

新
村
出
編
『
広
辞
苑
』
第
五
版（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
）一
一
〇
八
頁
。

（
11
）　

同
右
、
二
二
三
一
頁
。

（
12
）　

深
井
雅
海
監
修
、
大
滝
敦
士
・
嵩
田
紋
子
編
『
江
戸
幕
府
諸
役
人
御
用
番
名
鑑
』（
柊
風

舎
、
二
〇
一
四
年
）に
よ
れ
ば
、
天
保
一
四
年
四
月
の
月
番
老
中
は
真
田
信
濃
守
幸
貫
で
あ
る

が
、
真
田
は
江
戸
城
に
勤
務
し
た
た
め
、
水
野
が
代
役
を
務
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
付
記
〕　「
鷹
見
家
歴
史
資
料
」
の
閲
覧
に
際
し
て
は
、
古
河
歴
史
博
物
館
の
永
用
俊
彦
・
齋
藤

莉
瑚
両
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
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図1　「岩槻城御泊御取建并部屋割図」（部分）
註　古河歴史博物館所蔵
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図2　「宇都宮城御泊御取建并部屋割図」（部分）
註　古河歴史博物館所蔵
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図3　（宇都宮城二の丸御殿将軍宿泊の際の部屋割図、部分）
註　「江戸城御殿図」（静嘉堂文庫所蔵）
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図4　宇都宮二ノ丸御殿全図
註　徳田浩淳編著『史料 宇都宮藩史』（柏書房、1971年）476 〜 477頁の図より引用
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図5　古河城二の丸御殿における儀礼空間
註　「総州古河城二丸住居御取建物朱引并御間札絵図」の部分（古河歴史博物館所蔵）


